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平成 27 年度 自転車等施策検討協議会スケジュール 
 本資料は、昨年度より協議を進めている自転車総合計画について、第５～８回のスケジュール及び検討内容を整理したものです。 

 第５回、第６回に分けて「とめる」「はしる」「まもる」「いかす」の取組施策体系を協議・確定し、第７回でそのスケジュール等とＨ28.2 に予定するパブリックコメントに向けた協議を行い、第８回で計画を確定する予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

序 計画の策定にあたって 
  １．計画の目的 

  ２．計画の位置付け（計画期間平成○年～○年） 

 

横浜市自転車総合計画（素案） 

Ⅰ 自転車を取り巻く社会の動き 
  １．自転車への期待感の高まり 

  ２．全国的な自転車環境整備の動き 

  ３．横浜市の自転車の利用状況 

  ４．これまでの取り組みと課題 

  ５．対応すべき課題の整理 

 

Ⅱ 自転車総合計画の目指す姿 

 自転車を正しく使って 

みんなが快適に 過ごせるまちへ 

 ルールを守って【安全に使える】 

 マチに合わせて【かしこく使える】 

 ハマの風を感じて【楽しく使える】 

 

Ⅲ 施策体系と具体の取組み 

 まもる 守るための正しい知識 

はしる 安全・快適な通行空間 

とめる 使い方に応じた駐輪環境 

いかす 自転車を適切に活かす仕掛け 

自転車の現状を把握 

 

課題改善に向けた目標 

具体の取組（案）の提案 

①４つのテーマごとの取組施策体系の確定 
■全体のねらい 

●自転車総合計画（素案）の策定に向けて、昨年度協議会で協議を行った方向性に沿

って取組施策体系について整理・協議し、内容を確定 

 H27.7.16 開催 

■ねらい 「とめる」「はしる」に関し、取組施策体系を整理・協議 

 

第５回 「とめる」「はしる」施策の検討 

H27.9.1 開催 

■ねらい 「まもる」「いかす」に関し、取組施策体系を整理・協議 

 

② 「自転車の困りごと」の解消に繋がる利用情報を充実する 

②多様な自転車ニーズに対応できる体制・制度をつくる 

③自転車が活きるまちづくりに向けて計画・事業を充実する 

 

い
か
す 

①市の自転車の利用ルールを明確に示す 

②生涯を通じて『ハマちゃりルール（仮）』を学べる機会をつくる 

③『ハマちゃりルール（仮）』を教えられる素材をつくる 

④『ハマちゃりルール（仮）』を自然に遵守できる環境をつくる 

ま
も
る 

第６回 「まもる」「いかす」施策の検討 

取
組
施
策
体
系
の
確
定
（具
体
取
組
の
項
目
及
び
内
容
） 

②取組の推進体制、スケジュール確定 

  パブリックコメント実施に向けた検討 
■全体のねらい 

●第５回、第６回協議会において確定する取組施策体系について、

推進体制と実施時期について確認 

●自転車総合計画（素案）の全体構成及び、概要版（案）について

確認後、パブリックコメント実施に向けて協議 

 H27.11.4 開催予定 

第７回 
推進体制、スケジュールの検討 

パブリックコメント実施に向けた検討 

①施策のスケジュール（短期・中期・長期）  

②施策を推進する庁内部局と市民・企業等との連携方策

のあり方 

協
議
事
項 

テーマ① 推進体制、スケジュールの確認 

■ねらい 推進体制、スケジュールを確認し、実行性のある計画

として確定 

 

①自転車総合計画（素案）及び概要版の確認 

理念等を含む素案の全体構成の確認及び市民に分かり

やすい形での概要版の作成 

②計画及びパブリックコメントの周知・ＰＲ手法の検討 
より効果的なパブリックコメント実施に向けた方策の検討 

協
議
事
項 

テーマ② パブリックコメント実施に向けた調整 

■ねらい 自転車総合計画（素案）及び概要版（案）の確認と 

     計画及びパブリックコメントの周知・ＰＲ手法の協議 

 

自転車総合計画に対する 

パブリックコメント実施（平成 28 年 2 月） 

 
第８回 自転車総合計画（案）の確定 

■ねらい 
〇パブリックコメントの実施結果等を受け、自転車総合計画（素

案）を修正した「計画案」を確認 

〇今後の施策推進に向けた協議会の関わり方を協議 

①パブリックコメントの実施結果を踏まえた計画案 

②自転車総合計画に定める施策推進に向けた協議会の役割 

協
議
事
項 

H28.3 以降 

■昨年度の協議会では、現状の課題と目指す姿を確認

後、施策の方向性と具体化に向けた考え方を整理

し、施策（案）を提示 

現状を整理し、課題改善に向けた目標を明確化し

たうえで、将来を見据えた取組施策体系及びその推

進体制、スケジュールを示す「自転車総合計画」を

策定する 

第 7 回 

 パブコメ資料 

の確定 

(素案、概要版) 

 

第 5 回、第 6 回 

 取組施策体系の確定 

 

第 7 回 

 推進体制、スケジュールの確定 
 

①駐輪需要に応じて必要な駐輪場の「量」を確保する 

②多様な駐輪目的に対応するサービスの「質」を高める 

③地域、民間、行政等が連携し、まちに適した駐輪対策を進める 

 

と
め
る 

①整備目標を見据え自転車ネットワーク整備指針を見直す 

②整備指針に基づく自転車通行空間整備実行計画をつくる 

③円滑な整備を実現する合意形成の手順と推進体制をつくる 

 

は
し
る 

資料 １ 


